
中　高　だ　よ　り（ 1）　　        第407号 令和４年12月23日

令
和
五
年
度
　
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
代
表 

元
浦　

綺
花

常
任
委
員
会
副
代
表　

兼　

全
校
正
副
委
員
長
会
副
代
表

小
木
曽
詩
織

常
任
委
員
会
書
記　

兼　

全
校
正
副
委
員
長
会
代
表

山
本　

有
紗

全
校
風
紀
委
員
会
代
表 

永
野　

紗
彩

全
校
庶
務
委
員
会
代
表 

米
田　

有
希

全
校
美
化
委
員
会
代
表 

松
本　

尚
子

全
校
保
健
委
員
会
代
表 

小
方　

桃
菜

全
校
図
書
情
報
委
員
会
代
表 

中
村　

結
衣

常
任
委
員
会
を
終
え
て

常
任
委
員
会　

代
表　

高
校
三
年　

岡
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昨
年
度
の
高
校
三
年
生
の
先
輩
方
か
ら
常
任
委
員
会
を
引

き
継
ぎ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
度

は
「
結
実
（
ゆ
み
）」
を
学
校
目
標
と
し
て
掲
げ
、
学
年
の

垣
根
を
超
え
て
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
学
校
を
目
指

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
五
月
の
武
庫
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
三
年
ぶ
り
に
有
観
客
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
活
気

や
笑
顔
が
溢
れ
る
二
日
間
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
八
月
に
は
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催
し
、

一
年
を
通
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
し
た
が
、
通
常
の
活
動
に
少
し
ず
つ
近
づ
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
活
動
中
は
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
何
度
も
心
が
折
れ
か
け

ま
し
た
が
、
共
に
活
動
し
て
き
た
常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

や
周
り
の
友
達
、
先
生
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
や

励
ま
し
の
言
葉
に
よ
り
、
活
動
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
後
は
高
校
二
年
生
の
常
任
委
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
武
庫
川
の
長
い
伝
統
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
よ
り
す
て
き
な
学
校
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ち
が
止
ま
ら
な
い
様
子
で
し

た
。
そ
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
の
会
場
へ
行
く
と
、

附
属
幼
稚
園
の
方
々
の
た
め
の

特
等
席
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。常

任
委
員
会
　
次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
パ
ス
を

十
一
月
九
日
（
水
）
に
常
任

委
員
会
引
継
式
を
行
い
ま
し

た
。
思
い
返
す
と
高
校
三
年
生

の
高
校
生
活
の
始
ま
り
は
緊
急

事
態
宣
言
の
真
っ
只
中
で
し

た
。
従
来
の
入
学
式
を
迎
え
る

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
後
の
学

校
行
事
に
つ
い
て
も
「
縮
小
版
」

し
か
知
ら
な
い
な
か
で
、
最
高
学
年
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
最
上
級
生
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
高

校
三
年
生
も
卒
業
ま
で
あ
と
三
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
令
和
四
年
度
・
令
和
五
年
度
の
常
任
委
員
会

の
紹
介
と
、
令
和
四
年
度
常
任
委
員
会
代
表
生
徒
の
想
い
を

紹
介
し
ま
す
。
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ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
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宮　

下　

良　

治

「
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
」
こ
れ
は
１
９
７
７
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
起
き

た
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の
際
、
当
時
の
総
理
大
臣
福
田
赳
夫
氏
に
よ
っ
て
発

せ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
日
本
赤
軍
の
5
人
は
、
乗
客
・
乗
員
１

５
１
人
の
人
質
と
引
き
替
え
に
、
日
本
国
内
の
獄
中
に
い
る
過
激
派
活
動
家
9
人
の

釈
放
・
出
国
と
身
代
金
６
０
０
万
ド
ル
を
要
求
し
た
の
で
す
。
福
田
元
総
理
は
「
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
」
と
い

う
言
葉
を
報
道
陣
に
残
し
、
犯
人
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
苦
渋
の
決
断
を
し
ま
す
。

私
は
当
時
18
歳
、今
で
は
こ
の
報
道
は
断
片
的
に
し
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
の
言
葉
だ
け
は
強
烈
に
頭
に
残
っ

て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
と
き
、
真
っ
先
に
思
っ
た
の
が
こ
の
言
葉
で
し
た
。
当
初
は

短
期
終
結
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
争
は
終
わ
る
ど
こ
ろ
か
泥
沼
化
し
、
双
方
に
多
大
な
死
傷
者
を
出
し
な
が
ら

ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。「
地
球
よ
り
・
・
」
ど
こ
ろ
か
、
人
命
が
紙
切
れ
よ
り
軽
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。私
は
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
も
し
自
分
の
周
り
で
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」

「
も
し
自
分
が
徴
兵
さ
れ
た
ら
行
く
の
？
逃
げ
る
の
？
」（
年
齢
的
に
あ
り
得
な
い
）
と
い
う
卑
近
な
こ
と
か
ら
、「
こ

の
戦
争
の
大
義
と
は
？
」、「
民
主
主
義
・
共
産
主
義
っ
て
何
な
の
？
」「
国
っ
て
何
な
の
？
」「
人
間
っ
て
何
な
の
？
」っ

て
い
う
哲
学
的
な
こ
と
ま
で
。

英
語
の
参
考
書
『
英
語
長
文
問
題
精
講
』（
旺
文
社
）
の
１

７

７

ペ
ー
ジ
に
、“

・
・For after the first 

exchange of m
issiles, the ashes of com

m
unism

 and the ashes of capitalism
 w
ill be indistinguishable.”

（J. K. G
albraith: The Age of U

ncertainty

）
と
あ
り
ま
す
。
日
本
語
に
す
る
と
、「
・
・
な
ぜ
な
ら
ば
ミ
サ
イ
ル

の
最
初
の
応
酬
が
行
わ
れ
た
あ
と
で
は
、共
産
主
義
の
廃
墟
も
資
本
主
義
の
廃
墟
も
区
別
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
」

で
す
。
も
し
核
の
応
酬
が
起
き
て
し
ま
え
ば
、
人
類
に
と
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
過
ち
を
犯
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。ash

は
「
灰
」
で
す
。
地
球
上
の
ど
の
場
所
で
も
そ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
を
切
に
祈
る
ば
か

り
で
す
。

最
後
に
朝
日
新
聞
の
『
折
々
の
こ
と
ば
』
か
ら
。「
自
分
が
日
々
接
す
る
人
た
ち
と
、
ま
ず
平
和
な
関
係
を
築
く

こ
と
」（
隠
岐
―
須
賀
麻
衣
の
恩
師
）「
高
校
時
代
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
に
は
ど
ん
な
仕
事
に
就
け
ば
い
い
か
恩

師
に
訊
ね
た
。
そ
の
時
の
返
答
だ
。
政
治
思
想
史
家
に
な
っ
て
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
に
考
え
た
。
つ
ね

に
正
し
い
政
治
判
断
を
下
し
う
る
人
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、
民
主
主
義
的
な
決
定
に
は
互
い
に
考
え
を
吟
味
し
あ
え

る
他
者
が
必
要
だ
と
。
そ
れ
も
日
々
の
暮
ら
し
の
た
だ
中
に
」の

方
々
も
集
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン

サ
ー
ト
が
始
ま
る
前
に
、
本
校
図
書

館
棟
Ａ
Ｖ
１

教
室
で
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ビ
ー
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
園
児
た
ち
は
武
庫
川
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
り
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持

十
一
月
二
十
八
日
（
月
）
に
本
校
セ
ミ
ナ
ー
棟
で
、
ク
リ

ス
マ
ス
点
灯
式
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
と
コ
ー
ラ
ス
部

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
十
年
以
上

続
く
イ
ベ
ン
ト
で
、
在
校
生
や
保
護
者
等
の
方
々
だ
け
で
な

く
、
卒
業
生
の
方
々
に
も
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
在
校
生
の
保
護
者
等
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
附
属

幼
稚
園
の
園
児
・
園
児
の
弟
妹
の
二
十
名
、
そ
し
て
保
護
者

今
年
も
に
ぎ
わ
う 

ク
リ
ス
マ
ス
点
灯
式
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高
校
二
年 

研
修
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

中
井
　
清
香

　

私
た
ち
高
校
二
年
生
は『
学
楽
両
道
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

三
泊
四
日
で
九
州
方
面
へ
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
太
宰
府
天
満
宮
に
参
拝
し
ま
し
た
。
学
業
成
就
の

お
守
り
を
皆
で
買
い
、
も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
期
末
考
査
の

こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
二
日
目
は
原
爆
資
料
館
で
戦
争
に
つ

い
て
学
び
、
平
和
祈
念
像
の
前
で
、
学
年
全
員
で
平
和
を
守

り
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
コ
ー
ス
ご
と
に

分
か
れ
、
私
は
有
田
焼
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
難
し

か
っ
た
で
す
が
、上
手
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。三
日
目
は
、

長
崎
市
内
班
別
自
由
研
修
で
し
た
。
い
つ
も
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
実
際
の
地
図
を
見

て
回
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
中
々
難
し
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
夜
に
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
宿
泊
施
設
へ
。
美
し
い
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
浮
か
び

上
が
る
建
物
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
四
日
目
は
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
で
の
自
由
行
動

で
、
最
後
に
皆
と
一
緒
に
思

い
っ
き
り
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
研
修
旅
行
を
通

し
て
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
ま
た
一
つ
成
長
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
最
高
の

研
修
旅
行
で
し
た
。

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
　
全
国
大
会 

金
賞

　

十
二
月
十
日
（
土
）
に
幕

張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
「
第

五
十
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン

グ
全
国
大
会
」
に
高
校
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

本
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に

出
場
す
る
の
は
、
五
年
連
続

三
十
六
回
目
に
な
り
ま
す
。

関
西
大
会
で
全
国
大
会
出
場

へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
て
か

ら
全
国
大
会
当
日
ま
で
、
技
術
や
精
神
力
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
健
康
管
理
に
も
気
を
遣
う
日
が
続
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

環
境
の
中
で
も
、
き
ち
ん
と
結
果
を
残
せ
る
の
が
本
校
の
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
パ
ワ
ー
で
す
。

甲
子
園
ボ
ウ
ル
　
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー
に
出
演
！

　

十
二
月
十
八
日
（
日
）
に
阪
神
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
た

「
三
菱
電
機
杯 

第
77
回
毎
日
甲
子
園
ボ
ウ
ル 

全
日
本
大
学
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
」の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー

に
、
本
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
と
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

部
が
出
演
し
ま
し
た
。
今
回
で
十
三
回
目
の
出
演
と
な
り
、

二
つ
の
部
活
動
に
と
っ
て
は
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
甲
子
園
ボ
ウ
ル
×
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
に
紡
ぐ
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
大
会
運
営
の
裏
側
で
は
、
学
生
の
方
々
が
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
も
っ
た
大
会
の

出
演
者
と
し
て
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

は
「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
」
を
、
高
校

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
は
「
モ
ア
ナ
と
伝

説
の
海
」
の
曲
に
の
せ
て
、
自
分
た
ち
の

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
明
る
い
未
来
へ
と

想
い
を
託
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

演
奏
・
演
技
し
ま
し
た
。

入
試
に
関
す
る
ご
案
内

○
中
学
入
試

・
出
願
期
間　

全
て
の
入
試
方
式
と
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
出
願

令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）
午
前
九
時
〜

令
和
五
年　

一
月
十
二
日
（
木
）
十
二
時

・
入
学
考
査
日

【
自
己
推
薦
入
試
・
Ａ
方
式
】

 

令
和
五
年
一
月
十
四
日
（
土
）
九
時
〜　
　
　
　

【
Ｂ
方
式
】令
和
五
年
一
月
十
四
日
（
土
）
十
六
時
三
十
分
〜

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
試
】

 

令
和
五
年
一
月
十
五
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
〜

【
Ｃ
方
式
】令
和
五
年
一
月
十
五
日
（
日
）
十
七
時
〜

【
Ｄ
方
式
】令
和
五
年
一
月
十
六
日
（
月
）
九
時
〜

○
高
校
入
試

（
前
期
Ａ
／
Ｂ
／
Ｃ
方
式
）

・
出
願
期
間

（
窓
口
）令
和
五
年
一
月
二
十
三
日（
月
）〜
二
月
三
日（
金
）

※
土
日
を
除
く
、
九
時
〜
十
六
時
受
付

（
郵
送
）令
和
五
年
一
月
二
十
三
日（
月
）〜
二
月
三
日（
金
）

※
期
間
内
必
着

・
入
学
考
査
日

　

令
和
五
年
二
月
十
日
（
金
）
八
時
三
十
分
〜

（
後
期
Ｄ
方
式
【
一
・
五
次
入
試
】）

・
出
願
期
間

（
窓
口
）令
和
五
年
二
月
十
三
日
（
月
）
〜
十
六
日
（
木
）

※
九
時
〜
十
六
時
受
付

（
郵
送
）令
和
五
年
二
月
十
三
日
（
月
）
〜
十
六
日
（
木
）

※
期
間
内
必
着

・
入
学
考
査
日

　

令
和
五
年
二
月
十
七
日
（
金
）
八
時
三
十
分
〜

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は

本
校
事
務
室
、
入
試
相
談
室
ま
で
。

℡
（
代
）
〇
七
九
八
‐
四
七
‐
六
四
三
六

1　月　行　事　予　定
日 曜 行　事　予　定

1 日 元日

2 月 振替休日

3 火

4 水 第４期学費引落日

5 木

6 金

7 土 TOEIC（午前 高２ ･ 高３GEC系全員＋希望者）

8 日

9 月 成人の日

10 火 始業式（8：45 AV1）

11 水

12 木 進研模試（終日 高１全員） ▼中学入試Web 出願締切

13 金 中学入試準備（40分×６）

14 土 　　中学入試（自己推薦入試／Ａ方式／Ｂ方式）・帰国入試（帰国A方式／帰国 B方式） ◯大学入学共通テスト

15 日 　　中学入試（プログラミング入試／Ｃ方式） ◯大学入学共通テスト

16 月 　　中学入試（Ｄ方式）・帰国入試（帰国C方式） ◯大学入学共通テスト（高３ 自己採点）

17 火 　　中学入試

18 水 振替休日（1／14分）

19 木 振替休日（1／15分）

20 金 中学実力考査（育進社）　高２実力考査（終日）　高１・高３普通授業　高１CSコース校外研修（５限～）

21 土 MSタイム　　第３回英語検定一次試験（午後 中１全員＋希望者）

22 日

23 月 ▼高校入試前期・高校帰国入試A・B方式　出願開始（～２／３（金））

24 火 第４期学費振込期間（～31日）

25 水

26 木

27 金

28 土 休業日 ◯中学入試追試験　▼中学入試合格者手続き（9：30～）

29 日

30 月

31 火

Ａ
週

Ａ
週

Ａ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

☆
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
☆

第
五
十
回
兵
庫
県
私
立
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　「
高
等
学
校
の
部
」

　
　
〈
入
選
〉
高
二　

坂
口　

愛
実
「
老
い
と
死
の
見
方
」

　
　

 

（『
老
い
る
勇
気
』
岸
見　

一
郎 

著
）

　
　
〈
佳
作
〉 

高
二　

早
瀬　

月
雫「『
そ
の
扉
を
た
た
く
音
』

を
読
ん
で
」

　
　

 

（『
そ
の
扉
を
た
た
く
音
』
瀬
尾
ま
い
こ 

著)

　
　
〈
佳
作
〉
高
一　

井
上　

心
晴
「
宗
教
の
信
仰
」

　
　

 

（『
星
の
子
』
今
村　

夏
子 

著)

　
「
中
学
校
の
部
」

　
　
〈
入
選
〉
中
三　

小
谷
ち
ひ
ろ
「
そ
の
先
の
音
」

　
　

 

（『
そ
の
扉
を
た
た
く
音
』
瀬
尾
ま
い
こ 

著
）

　
　
〈
入
選
〉
中
三　

小
竹　

咲
喜
「
私
ら
し
く
生
き
る
」

　
　

 

（『
ま
ち
が
っ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』
森
毅 

著
）

　
　
〈
佳
作
〉 

中
三　

小
倉　

葵
「『
マ
ザ
ー･

テ
レ
サ　

あ

ふ
れ
る
愛
』
を
読
ん
で
」

　
　

 

（『
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ　

あ
ふ
れ
る
愛
』
沖
守　

弘 

著
）

◯
空
手
道
部

・
第
32
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会
空
手
道
競
技

　
12
／
11
（
兵
庫
県
立
武
道
館
）

　

３
位　

団
体
形
競
技　

中
学
生
の
部

　
　
　
　

新
井　

圭
愛
（
中
２
）
杉
本
桜
永
遠
（
中
２
）

　
　
　
　

木
原　

心
優
（
中
２
）

　

２
位　

個
人
組
手
競
技　

中
学
２
年
生
女
子
の
部

　
　
　
　

杉
本
桜
永
遠
（
中
２
）

◯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・
第
70
回
兵
庫
県
高
等
学
校
女
子
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
11
／
19
・
20
（
相
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　

３
位

◯
器
械
体
操
部

・
令
和
４
年
度
兵
庫
県
高
等
学
校
体
操
競
技
新
人
大
会

　
11
／
19
・
20
（
ウ
イ
ン
ク
体
育
館
）

　

団
体　

２
位

　
　
　
　
　

佐
々
木
美
和
（
高
２
）
三
嶋　

心
美
（
高
２
）

　
　
　
　
　

木
下　

凛
子
（
高
１
）
西
岡　

亜
季
（
高
１
）

◯
放
送
部

・
第
46
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送
文
化
部
門
　
決
勝

　
11
／
23
（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
）

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
小
部
門　
　

銅
賞　

納
村
真
理
子
（
高
２
）

　

朗
読
小
部
門　
　

金
賞　

三
好　

紅
葉
（
高
２
）

　

Ｄ
Ｊ
小
部
門　
　

銀
賞　
「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
イ
ブ
オ
ン
エ
ア
ー
」

 

温
故
知
新
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
昼
の
放
送

　

テ
レ
ビ
番
組
小
部
門
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）　

銅
賞

「
学
び
舎
の
そ
ば
に
」
本
校
付
近
が
戦
時
中
に
飛
行
場

だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

・
令
和
四
年
度
朗
読
コ
ン
ク
ー
ル

　
11
／
27
（
兵
庫
県
立
こ
ど
も
の
館
）

　
高
校
生
の
部

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
賞　
　
　

吉
岡　

千
恵
（
高
３
）

　
　

朝
日
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

武
村　

紗
希
（
高
２
）

　
中
学
生
の
部

　
　

朝
日
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

宮
本　

リ
リ
（
中
３
）

自
宅
学
習
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